
All for All のまちづくり 

～やさしい社会を明石から～ 

明石市長 泉 房穂 
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一 はじめに 

二 今、明石が熱い！ 

三 ５つのＶ字回復の理由 

四 ５つの取り組み 
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本日の講演の流れ 2 
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被害者 障害者 高齢者 更生 

支援 ・ 



一 はじめに 
 １ 井手英策先生とのかかわり 
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一 はじめに 
 ２ 自己紹介 

泉 房穂（いずみ ふさほ） 
1963年 明石生まれ 
弁護士 
社会福祉士 
元衆議院議員 超党派での議員立法制定に奔走 
元ＮＨＫディレクター 
2011年より明石市長（現在２期目） 
柔道３段、手話検定２級、明石タコ検定初代達人 
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一 はじめに 

 ３ 明石市の紹介 
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二 今、明石が熱い！  
         ５つのＶ字回復 

１ 来る人も   ⇒ 交流人口４割増 

２ 住む人も   ⇒ 定住人口６年連続増 

３ 赤ちゃんも  ⇒ 出生数３年連続増    

４ 税収も    ⇒ 市税収入６年連続増       

５ まちの笑顔も ⇒ 地域経済の活性化 
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明石駅前の歩行者通行量が４割増加 

 

 

 

 

    

１ 来る人も 

魚の棚商店街 明石駅前再開発ビル 
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人口減少から一転して６年連続増加 

２０１７年８月には、過去最高人口を突破 
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297,920人 

各年１０月１日現在 
※国勢調査推計人口 

290,959 
（H22） 

290,856 
（H23） 

290,657 
（H24） 

290,909 
（H25） 

291,357 
（H26） 

293,409 
（H27） 293,710 

（H28） 

295,908 
（H29） 

（H30） 
の 

２ 住む人も 



大都市からの転入増が特徴 

（神戸市や姫路市から大量流入） 
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明石市 神戸市 加古川市 姫路市 西宮市 尼崎市 

+2,380 -3,470 -1,390 -1,512 -563 -416 

（兵庫県内の主な市 
 ：平成29年1～12月の人口動態） 

※2017年に毎月連続で人口が 
 増え続けたのは、県内で 
 明石市だけ（明石市でも24年ぶり） 

TOPICS 

（単位：人） 

（明石市への転入者の割合：平成29年） 



人口の増加伸び率「全国１位」！！ 
順位 市区名 2016年増加数 2017年増加数 増加伸び率 

1 明石市 588 2,274 3.87 

2 千葉市 866 2,108 2.43 

3 船橋市 2,304 2,813 1.22 

4 柏市 2,701 3,153 1.17 

5 大阪市 9,474 10,691 1.13 

6 川崎市 6,839 7,502 1.10 

7 流山市 3,582 3,909 1.09 

8 東京都特別区 58,207 61,158 1.05 

9 つくば市 2,033 2,136 1.05 

10 福岡市 8,471 8,678 1.02 

11 札幌市 9,137 8,779 0.96 

12 さいたま市 8,655 8,234 0.95 

13 名古屋市 5,950 4,874 0.82 
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出典：「住民基本台帳人口移動報告」（総務省統計局） 

※2017年転入超過数2,000人超のまち     



しかも、子育て層ばかり！ 11 

H25.1～H29.12 
転入者から 
転出者数を引いたもの 

+811人 



３ 赤ちゃんも 12 

合計特殊出生率 
         （平成29年） 

明石市 １.６４ 
兵庫県 １.４７ 
全 国 １.４３ 

社会増のみならず自然増も 

子育て層の増加 × 出生率の上昇 

 H24    H25   H26   H27  H28  H29 

 2,627 

 2,570 

 2,652 

 2,713 
2,730人 

 2,692 

赤ちゃん  
３年連続増 



税収 +２１億円 

 個人市民税 +９億円 

 固定資産税 +１０億円 

 都市計画税 +２億円 

（３４２億円※2012年度決算 → ３６３億円※2017年度決算） 

さらに、２０１８年度からは事業所税も！ 

４ 税収も 13 
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いわば

まちの好循環システムの確立へ 

５ まちの笑顔も 

新規出店 +200％達成！ 
（12店舗／年 → 24店舗／年） 
 ※2020年目標値     ※2016年10月～2017年10月 



三 ５つのＶ字回復の理由 
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All All for 

みんなで支える みんなが対象 

みんなが助かる 

所得制限なし 地域で 障害者も
高齢者も 

現物給付 



１ みんなが対象 

  中間層 for 低所得者層だけ 

  中間層 for 中間層も 

       例）子育て応援 ３つの無料化 

  ①保育料 ②こども医療費 ③施設利用料 

     所得制限なしで、すべての子どもが対象 
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２ みんなで支える 

  行政だけ 

  地域みんなで 例）こども食堂 

  健常者 for 障害者 

  障害者 for 障害者 例）Ｂ-１ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ 

  障害者 for 健常者 

  障害当事者がﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして健常者を支える 
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３ みんなが助かる 18 

現金のバラマキはしない 

現物給付（誰もが必要なサービスを無償で提供） 



四 ５つの取り組み 

１      こどもを核としたまちづくり    

２      誰もが暮らしやすいまちづくり    

３      安心して暮らせる地域づくり     

４      誰一人置き去りにすることなく 
       支え合うまちづくり           

５      手を伸ばせば本に届くまち  
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こども 

本のまち 

障害者 

高齢者 

犯罪 
被害者 

更生 
支援 ・ 



１ こどもを核としたまちづくり 

≪市長選に立候補したときからの変わらぬ思い≫ 
 

まちをつくるのは“ひと” 

これからの明石のまちをつくるのは、 

今の明石のこどもたち 

こどもたちに借金を残すような税金の無駄遣いをやめ 

頑張るこどもたちをまち全体で応援する 

そんな明石をつくっていきたい 

それが明石の未来につながると信じている 
 

（市長選 法定選挙ビラに掲載した一文より） 
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こども 



こども支援 ４つのポイント 

１ すべての子どもたちを 

 誰一人として見捨てない ⇔ ×貧困家庭限定 

２ まちのみんなで 

  行政や地域や市民みんな ⇔ ×親だけに責任 

３ 一人ひとりに寄り添って 

 こども目線 ⇔ ×行政目線や親目線 

４ 本気で応援 

 あれもこれも全部やる ⇔ ×予算の範囲内 
（ワンストップ、チームアプローチ、アウトリーチ） 

 

21 

こども 



明石市のこども総合支援 22 
虐待防止・社会的養育の充実 

早期の気づきと支援 

寄り添う支援 子育てを応援 

学びを応援 

・児童相談所の設置 

・あかし里親100％ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

・児童養護施設等と連携した養育支援 

・妊婦全数面接 

・乳幼児全数面接 

・あかし版こども食堂 

・離婚前後の養育支援 

・児童扶養手当の実質毎月支給 

・無戸籍者支援 

・中学生までの医療費無料化 

・第2子以降の保育料無料化 

・大型遊具を備えた 

 「あかしこども広場」 

・中学校給食の全校実施 

・30人学級の導入 

・本のまちの推進 

こども 



-１ 経済的負担の大幅な軽減 23 

３つの“無料化” 
 ① 保育料 → 第２子以降は完全無料 

 ② 医療費 → 中学生まで完全無料 

 ③ 遊び場   → 親子ともに利用料無料 

所得制限なし！ 
 

Point ☛ 

明石駅前再開発ビル内 
親子交流スペース「ハレハレ」 

こども 



-２ 子育て・教育環境の充実化 24 
 

 ① 保育所整備 → 本年度2,000人以上の受入増 

 ② 少人数学級 → 30人学級の段階的実施（小１から） 

 ③ 学童保育  → 学童指導員の半数以上が 

         教員免許あり 

こども 



-３ 寄り添う支援 

① 児童相談所の設置 

② あかし版こども食堂 

③ 里親１００％プロジェクト 

④ 離婚前後のこども養育支援 

⑤ 児童扶養手当の毎月支給 

⑥ 無戸籍者支援 

25 

こども 



26 

 

① 児童相談所の設置  

  ▷ 自治体として９年ぶり 

  ▷ 駅前の一等地に新設 

  ▷ 子育て支援センターも併設 

設置予定場所 

平成30年４月に 
保健所を設置 

完成予想図 

こども 



27 明石市の児童相談所の特徴 

● カギとなるのは “ひと” 

 児童福祉司・児童心理司・弁護士など 

 専門職を含め、国基準を大幅に上回る 

 ６８人体制を予定 

 （児童福祉司は国基準の２倍超を配置） 

● 一時保護所も同時整備（定員３０名） 

 人口比にして東京の７倍 

 

こども 
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（ ）は、うちSVの数 

 既存の市職員の異動による配置に加え、新たに38人を採用予定 
 スーパーバイザーの確保が課題 

参考：人員体制 

こども 職種 既存職員の異動に
よる配置（※） 新規採用 合計 

児童福祉司 10人 ８人 
（4） 

18人 
（4） 

児童心理司 
８人 

（１） 
8人 

（１） 

保健師 ４人 4人 

弁護士 ２人 2人 

児童指導員 ４人 ４人 8人 

その他（教職員、
相談員等） 

12人 16人 28人 

合計 30人 38人 68人 

参考（政令等で定
める基準人員） 

８人 
（２） 

４人 
（１） 

１人 

弁護士の配置又は
これに準ずる措置 

６人 

－ 

－ 

※既存職員は、主に家庭児童相談室、要対協調整機関等の業務を担っている子育て支援課の職員の
異動を予定 
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こども 



 

② あかし版こども食堂  

 こどものみならず高齢者も 

  ▷ 気付き・支援の拠点 
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市内全２８小学校区３８か所 
H28～29年度に開設された校区 

H30年度に開設された校区 

こども 



③ 里親１００％プロジェクト 
 

31 
▷すべての子どもたちが、 

 それぞれに合った居心地の 

 いい場所で安心して暮らせ 

 るよう、里親を必要とする 

 就学前乳幼児の 

 委託率１００％を目指し、 

 全２８小学校区での 

 里親配置に取り組む 

  

こども 
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迅速な保護・ 
継続的支援 

地域における 
育ちの支援 

予防の取組 

地域における 
早期の気づき 

 一時保護等 
 専門性に基づくアセスメント

と支援のコーディネート 

 市内の里親へ
の委託等 

 身近な地域で
の保護者支援・
再統合支援 

 母子保健、子育て支援センター等
関係部署との連携 

 地域の支援主体との連携 

子ども家庭 
総合支援拠点 

 保育所・幼稚園、学
校、こども食堂など
子どもの居場所で
の気づき 

児童相談所を核に、一貫したこども家庭支援を実施 

明石市 
児童相談所 

こども 



④ 離婚前後のこども養育支援 
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・面会交流の支援 

・参考書式の配布 
こども 



34 …さらに、民間事業者と連携して、 

養育費立替パイロット事業を開始 
こども 
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こども 



 

⑤ 児童扶養手当の毎月支給 
【現行】 

 ・４カ月に一度、まとめて支給 

 
 

【明石市の取り組み】 

 ・希望者に対して、毎月貸付金として支給 

 ▷まとめ支給による収入の波を平準化し、 

  こどもと親が安定した生活を送れるよう支援 

36 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

○ ○ ○ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

○ ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● 

○：児童扶養手当支給月 

●：貸付金支給月  ○：児童扶養手当支給月 
                （貸付金の返済を受ける） 

こども 



⑥ 無戸籍者支援 

・支援体制の構築 

・総合的支援の実施 

 ▷サポートナンバーカードの交付   

37 

こども 



２ 誰もが暮らしやすいまちづくり 38 
 

≪こどものころからの変わらぬ思い≫ 

 私には階段が必要だ。なぜなら私は鳥のように飛べない
からだ。 

「お金がないから」「スペースがないから」という理由で
階段は作れません、と言われたら困ってしまう。 

 車椅子で移動する人にはスロープやエレベーターが必要
だ。なぜなら歩けないからだ。 

 階段がないビルや駅はないが、スロープやエレベーター
は、お金やスペースがないからという理由が通り、それ
で“あたりまえ”とされてしまっている。 

 その“あたりまえ”そのものを変えていきたい。 

 そう思って、私は政治家を志した。 

障害者 



障害者が暮らしにくいのは、誰のせい？？？ 
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① 車いすか、階段か？（何が問題か） 

② 飲食店か、行政か？（誰の責任か） 

③ 障害者か、まちのみんなか？（誰のためか） 

障害者 



障害者支援 ５つのポイント 
 

40 

１ 支援の対象 ▷ 必要とするすべての人に 

２ 支援の視点 ▷ その人が  

３ 支援の内容 ▷ 必要としている支援を 

４ 支援の場  ▷ その地域で 

５ 支援の責任 ▷ 行政の責任において 

障害者 
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STEP 1 手話言語の確立 

STEP 2 多様なコミュニケーションの促進 

STEP 3 障害者差別解消条例の制定 

誰もが暮らしやすい 
 “やさしい”まちへ 

STEP 4 合理的配慮への公的助成 

STEP 5 

障害者 

明石市の「やさしいまちづくり」 
 



条例の特徴 

 

 

 

 

 

42    手話言語・障害者ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ条例 
STEP 

１ 
STEP 

２ 

小学校での手話教室 職員手話研修 

障害者 
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STEP 

３    障害者配慮条例 
    障害者に対する配慮を促進し 
   誰もが安心して暮らせる共生のまちづくり条例 

・障害者差別解消法に合わせて2016.4.1施行 

・特徴は「合理的配慮の促進」 

障害者 



   公的助成制度 44 
STEP 

４ 

障害者 



45    誰もが暮らしやすいまちへ STEP 

５ 

観光案内所 市役所 

レストラン 

簡易スロープ 

障害者 
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みんなの給食（モデル事業） 

 一人暮らしのお年寄りに、あたたかい給食を提供 

認知症検診費用の助成 

 ・75歳以上の市民が対象 

・認知症チェックシートを 
 提出した人に図書カード500円分 

・認知症と診断されたら、 
 最大7,000円の検診費用を助成 

・予防ではなく、認知症になっても 
 安心して暮らせるまちづくり 

高齢者 

３ 安心して暮らせる地域づくり 



４ 誰一人置き去りにすることなく 
  支え合うまちづくり 

 被害者支援と更生支援は車の両輪 
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犯罪被害者等支援 
シンボルマーク 
ギュっとちゃん 更生ペンギン 

犯罪 
被害者 

更生 
支援 ・ 

被害者支援 更生支援 

安全・安心のまちづくり 



犯罪被害者支援：具体的な取り組み 

総合支援条例「明石市犯罪被害者等の支援に関する条例」 

 ▷ 総合的支援（相談／生活／経済的） 

 ▷ 立替支援金制度の創設 

 ▷ 二次被害防止を明記 

 …更なる支援拡充のため、2018年4月条例改正 

 ▶ 立替支援金の対象拡大 

 ▶ 再提訴支援 

 ▶ 真相究明支援 

48 

犯罪被害者 
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犯罪被害者 

明日被害に遭うかもしれない 

 「すべての市民」のためのセーフティネット施策 



更生支援：具体的な取り組み 
・更生支援ネットワーク会議の創設   など 

 （司法・行政・地域が連携して再犯防止） 

・あかし更生支援フェアの開催 

50 

明石はリーディングシティ！ 
これからの取り組みにも期待
しています 

講師 江川 紹子氏 

【参加した市民の声】 
もっとこういう取り組み
を広めていって欲しいし、
頑張ってほしい。 

・更生支援・再犯防止条例の制定へ… 

更生支援 



５ 手を伸ばせば本に届くまち 

日本一の本のビル 

 市民図書館と大型書店が駅前再開発ビルに入居 

 本のまちの拠点として位置づける 
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本のまち 



ブックスタート 
 ４か月児健診受診時に、 

 読み聞かせ体験と絵本２冊をプレゼント 

ブックセカンド 
 ３歳６か月児健診受診時に、読み聞かせの 

 アドバイスと絵本１冊をプレゼント 
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本のまち 



移動図書館者２台で７７か所に本をお届け 

 大型車“めぐりん”と 小型車“くるりん” 

 ・めぐりんは、電動リフト付きで車いすもＯＫ 

 ・絵本も充実！子どもでも選びやすい書架 

53 

本のまち 



54  ６ インクルーシブなまちへ 
  地域総合支援センターの開設（市内６か所） 

  ・高齢者も、障害者も、子どもも、更生支援に 

   関する相談も、専門職が総合的にサポート 

  （保健師・看護師・社会福祉士等に 

   加え、生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを配置し、 

   民生委員とも連携） 

  ・センターに来られない人の 

   自宅を訪問して相談支援も 



55 “地域支え合いの家”の開設（現時点では、市内３か所） 

子どもから高齢者まで 

誰でも利用できる身近な居場所 

いつでも寄り合える場所、みんな食堂の開催など 



56 

障害の有無や年齢、性別などに関係なく、生き生きと暮らせる 
まちづくりの指針  （仮称）あかしインクルーシブ条例 

“インクルーシブ条例”の検討スタート 

（2019.12 制定予定） 

ひきこもりの総合支援 

（社会的孤立の解消） 

バリアフリータウンの推進 

（まちそのもののﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化） 

インクルーシブ教育 

障害者活躍推進 

ユニバーサルツーリズム 

災害時要配慮者支援 



五 All for All のまちづくり 
  
明石市のまちづくりの特徴 

 １ 普遍性 

  みんなに当てはまり、すべての人が対象 

 ２ 効率性 

  経済的効率性ではなく、質的・社会的な効率性 

 ３ 収益性 

  税をみんなに配分し、好循環が生まれる 
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１ 普遍性 

みんなに当てはまり、 すべての人が対象 

例）ホームドア設置に向けて 

 ▷ きっかけは、ある医師の死亡事故 

 ▷ 視覚障害者団体が訴えを開始 

 ▷ 各障害者団体、商工会議所、市議会も呼応し、 

  まち全体の活動へ 

 ▶ みんなが安心して暮らせるまちへ 
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【時間的普遍性】 

 自分が市長ではなくなっても続いていく施策 

【空間的普遍性】 

 明石から全国へ広げる 

（明石市でできることは、 
 ほかの自治体でも 
 できる） 
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２ 効率性 
 
経済的効率性ではなく、 

         質的・社会的な効率性 

住民が必要としているサービスに予算をシフト 

例）こども部門予算額 

  １２６億円（就任前 2010年度）→２１９億円（2018年度） 

現物給付により分断をまねかない 

 →質的・社会的な効率性の向上 
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３ 収益性 
 
税をみんなに配分し、 

         好循環が生まれる 

例）公的助成制度 

 ▷ バリアフリー化や筆談ボードの 

  購入等に助成 

 ▶ 障害者だけでなく、子どもも高齢者も、 

   みんなが来たい店になり、繁盛する 
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人口増 

住宅等 
売上UP 

税収増 
サービス
向上 

まちへの
愛 

 人に焦点をあてたまちづくりを進めた結果、 

 好循環が生まれ、まちが潤う 



自治体経営のポイント“発想の転換” 

① 上下関係からの脱却     
 ▷ 市民に近いのは、国よりも自治体 

② 前例主義からの脱却    
 ▷ 昨日までと同じ明日ではない 

③ 横並び主義からの脱却 
 ▷ 隣町と同じ我が町ではない 
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六 やさしい社会を明石から 66 

“やさしい社会”とは・・・ 

お互いに 助けあい 支えあう 

  “あたりまえ”の社会   



ポイントは“共在感(a sense of together)” 

 ▷ 人は生まれてから死ぬまで、支えられなければ 

  生きていけない 

 ▷ 誰もが支える側、支えられる側になり得る 

 ▶ “助ける”のではなく、 

  “そばにいる（共に在る）” 

   だけで支えることができる 
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“明石から”とは・・・ 

  国を待つことなく明石から 

  （市民により近い 
  基礎自治体から始める） 
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そのために必要なのは… 

 ① やさしさ     

  ▷ 想像力、真摯に聞く姿勢 

 ② かしこさ     

  ▷ 洞察力、本質を見抜く力 

 ③ ほんの少しの 強さ 

  ▷ 責任感、諦めない勇気 
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70  ～私たちの町は、もっとやさしくなれる～ 
  

ともに頑張りましょう！ 
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